






























Thien Hue 省フエ Hue 市から南はカインホア Khanh Hoa 省カムラン湾と言われている（山形 
2007）。しかし、現在のベトナムの考古学界ではより広い分布域が考えられており、トアティエ
ンフエ省よりさらに北のクアンビン Quang Binh 省から南部のホーチミン市南に位置するゾン











しかし現時点でベトナム最古の土器棺はロンタイン遺跡のものである（Chu Van Tan, Dao Lin 
Con 1978）。ロンタイン遺跡では金属器が出土しないこともあり新石器時代に属すと考えられ、土
器棺の起源を新石器時代以前に求められるのではないかという見解がなされている（山形 2007）。
２－３．Vu Cong Quy によるサーフィン文化の進化論
　ヴー・コン・クィー Vu Cong Quy は著書 “Van Hoa Sa Huynh （1991）” にてベトナムにおける
図 1　ヴー・コン・クィーのサーフィン文化進化モデル（Vu Cong Quy 1991 を改編）
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Nguyen Thi Hoai Huong は、大きさおよび形態に着目し、それらの違いについて以下のように言
及している（Nguyen Thi Hoai Huong 2008）。
　・Mo chum：高さは50㎝～ 100㎝で、直径（2） が40㎝～ 70㎝
　・ Mo vo：mo chum より小さい。球形を呈し口縁が広く開く。丸底を持つ。直径（3） 35㎝～
50㎝未満。
　・ Mo noi：口縁径20㎝～ 30㎝。日常用土器の転用か、それとも埋葬用に製作されたものかは
不明。
　さらに、土器棺の形式に関しては以下の名称を紹介している。
　・Hinh tru（柱形）、Hinh trung（卵形）、Hinh trai dao（桃形）、Hinh cau（球形）
　しかし、グエン・ティ・ホアイ・フォンは、上記の４形式について詳しい解説を行っていない。
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子や西村昌也らによる土器棺の編年は基礎的研究と言える。山形はビンイェン Binh Yen 遺跡を
発掘し、口縁部内面をめぐるタガ（蓋受け）は古い様相を示すという見解を示した（Yamagata 
2006、山形2007）。西村はアンバン An Bang 遺跡を発掘し、墓坑の切り合い関係から遺跡内での
土器棺の型式編年を提示した。一遺跡内での型式編年ではあるが、山形と同様に時代が下るにつ
れタガのある土器棺から無い土器棺へと変化するという解釈である。さらに、西村はクァンナム
省内でアンバン遺跡、クエロック Que Loc 遺跡、タビン Tabhing 遺跡が同時期に形成され、タ






















部である。特にトゥアティエンフエ Thua Thien Hue 省、クァンナム Quang Nam 省、クァンガ
イ Quang Ngai 省、ビンディン Binh Dinh 省、コントゥム Kon Tum 省で確認される。また、こ
の地域の平野部は、北はダナン Da Nang 市・クァンナム省とトゥアティエンフエ省との間の山
地、南はクァンナム省とクァンガイ省との間の山地、西は西部高原（タイグェン Tay Ngyuen）






バン An Bang 遺跡、ビンイェン Binh Yen 遺跡のみである。さらに人骨の残存状況は非常に悪い
ため、人骨が出土するのは稀である。
　本項では発掘調査及び出土状況が比較的明確なものについて触れ、土器棺の出土状況を紹介す
る。また、本文中で土器棺の個体識別に用いる M は墓を意味するベトナム語の Mo の頭文字で
あり、アンバン遺跡で用いられる C は甕を意味する Chum の頭文字である。
















図 3　コンラン遺跡出土土器棺：1. M110、2. M182、3. 




　コンラン遺跡の年代として、報告者は2500 ～ 2000BP という見解を示している。2002年の調査
では20の炭化物サンプリングから４つのサンプリングを抽出し、放射性炭素年代の測定を行い、
以下の値が出ている。2490±70BP、2630±60BP、2770±65BP、3310±55BP（ベトナム考古学院・
年代確定実験室 Phong Thi nghiem va Xac dinh nien dai, Vien Khao co hoc）（Bui Van Liem et 
al. 2008）














ら、放射性炭素年代による2260±90BP という測定値が出ている（Lam My Dung 1998）。









Dung et al. 2001）。
図 4　 ア ン バ ン 遺 跡 出 土 土 器 棺：1. C2、2. C6
（Nishimura 2004 を改変）
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図 5　ゴーズア遺跡 M2 土器棺出土状況
（Lam My Dung et al. 2001 を改変）
図 6　ゴーマーヴォイ遺跡出土土器棺：1. H4M1 2. 525-S92 3. H3M6 4. H5M2 5. 590-S137 6. H2M2




も出土した （Reinecke et al. 2002）。






















　・ロンタイン Long Thanh 遺跡：クァンガイ省【図８】
　1909年、フランス人税関監査官ヴィネにより発見された。ベトナム戦争終結後の1976 ～ 1978
年にはベトナム人研究者による調査が行われた。計３次の発掘で出土した土器棺の総数は20基に
のぼる（Vu Cong Quy 1991）。
　1977年次の発掘では総面積186㎡（発掘坑 H1、H2）が調査された。発掘坑 H2には居住層が確
認され、その下層から土器棺墓15基が出土した（Chu Van Tan et al. 1978）。土器棺墓はいずれ
も副葬品を伴う。その内 M7号墓には玦状耳飾、有角の輪、管玉などの石製装身具22点、土器５
点が副葬されていた。青銅器などの金属器は出土していないが青銅器時代の早期の遺跡とされて














図 8　 ロ ン タ イ ン 遺 跡 出 土 土 器 棺：
1. M4、2. M1（Chu Van Tan et al. 
1978 を再トレース）














































































図 10　形態 6 の口縁部に見られるタガ：1. 
タムミ （ーM3）2. ゴーマーヴォイ（M1）3. 
コ ン ラ ン（M200） （1.Trinh Can et al. 
1977 改変 3. Bui Van Liem et al. 2008）





























ハウサーＩ（M7）3・7 ～ 10：コンラン（M200・M140・M109・M19・M124）（1：Reinecke et al. 2002 を改変、














図 13　形態 7・口縁部断面形の推移　1 ～ 4・5a ～ 7a・5b・6b：コンラン（M3・M5・M22・M11・M15・
M8・M2・M9・M12）、8a：ビンイェン（M2）（1：筆者実測、2 ～ 4・5a ～ 7a・5b・6b：Pham Thi Ninh et 







担い【図14－4 ～ 6】、やがて凹帯も痕跡器官として段から稜線へと変化し【図14－7 ～ 11】最終的
にそれらも消滅する【図14－12】。以上より形態10は１.）口縁部内面にタガを持つ型式【図14－1
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